
大
阪
・
津
田
ト
ッ
パ
ナ
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
府
枚
方
市
津
田
北
町
二
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
五
年
（昭
６０
）六
月
を

一
九
八
六
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑫
枚
方
市
文
化
財
研
究
調
査
会

４
　
調
査
担
当
者
　
桑
原
武
志

・
片
岡
　
修

・
西
田
敏
秀

。
宇
治
田
和
生

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
旧
石
器
時
代
、
古
墳
時
代
前
期
ｉ
鎌
倉
時
代
前
半

７
　
連退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

津
田
ト
ッ
パ
ナ
遺
跡
は
、
枚
方
市
の
東
部
、
穂
谷
川
の
左
岸
に
位
置
し
、
生

駒
山
系
よ
り
連
な
る
丘
陵
地
の
裾
部
に
立
地
す
る
。
丘
陵
上
に
は
室
町
時
代
の

山
城
、
津
田
城
跡
が
あ
る
ほ
か
、

周
辺
に
は
旧
石
器
時
代
か
ら
中

世
の
遺
跡
が
点
在
し
て
い
る
。

府
立
高
校
の
建
設
に
伴
い
発
掘

調
査
が
行
わ
れ
た
結
果
、
旧
石

器
が
出
上
し
、
古
墳
時
代
か
ら

鎌
倉
時
代
前
半
ま
で
の
遺
構
が

検
出
さ
れ
、
そ
の
間
、
断
続
的

に
集
落
が
営
ま
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
鎌
倉
時
代
に
属
す
る
遺
構
と
し
て
は
、
掘
立
柱
建
物

・
井
戸

・

土
羨

・
焼
土
羨
な
ど
が
あ
る
。
木
簡
は
、
溝
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
建
物
跡
群
の

北
東
部
に
隣
接
す
る
井
戸
内
か
ら
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

（穿
孔
）

ω

　

「
一
〇
屋
形
山
札
事
　
（花
押
）

右
預
方
城
山
国
中
奈
良
住
人

ｏ
国
東
　
　
（ぷ
ｙ
Ｓ
ｙ
�
ｏ曽

木
簡
の
年
代
は
一
三
世
紀
代
と
考
え
ら
れ
、
左
側
が
欠
損
し
て
い
る
が
、
上

部
が
山
形
に
な
っ
て
お
り
、
上

。
下
に
孔
を
穿
つ
。
入
会
山
へ
の
入
山
証
か
。

「
屋
形
山
」
は
、
南
東
約
三
ｋｍ
に
鎮
座
す
る
三
ノ
官
神
社
の
官
山
の
こ
と
で

あ
り
、
神
社
は
屋
形
大
明
神
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。

『当
郷
旧
跡
名
勝
誌
』
に
、

嘉
吉
二
年

（
一
四
四
一う

の
棟
札
の
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
、
「山
城
国
山
子
ト

ハ
津
田
村
ノ
領
内
屋
形
山
フ
城
井
ノ
内
、
松
井
村
内
里
村
戸
津
村

へ
当
テ
作
ジ

仕
り
侯
故
、
山
子
卜
申
ス

（略
ご

と
あ
る
。　
こ
れ
ら
の
村
は
、

京
都
府
八
幡

市
に
あ
り
、
そ
れ
ら
の
村
に
隣
接
し
て
奈
良
の
地
名
も
存
在
し
て
お
り
、
本
木

簡
の

「奈
良
」
も
地
名
と
考
え
ら
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（宇
治
田
和
生
）

(大阪東北部)
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